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H( i )=H( i -l)+R( i -1)本k-dn
I( i）の最大値＝hmax
I( i）の最少値＝hO
ここで H(i) : 4月 1日を第 1日とする i日目の湛水深
R( i) : 4月1日を第 1日とする i日目の降雨量
k : 降雨係数
dn : 減水探 〈非湛水時 n=l、湛水時 n=2)
hO : 初期水分量（4月 1日〉、最低水分量
hmax＝：落水口敷高
パラメーターの数は5つである（k.dl. d2. hO. hmax ）。 Ns Bのサンプル田
についてパラメーターの値の組み合わせを変えて試みた結果、現在のところ d2を除い
た残りを以下のように一様に固定した値を用いるのが適当と思われる。
k= 1, d 1 ＝・1.5mm/d咋 h0=-100 mm, hma凶 00mm （ただし、とくに低位
の水田については 400mm) 
以上の4つのパラメーターの値を固定した上で、 d2Ci甚水時減水深〉の値を決め
た。使用したデータは、 1983年度の lak dataと全筆データである。ただし、 1983年に
i甚水深が lluaySan 水位に影響された筆については、 1981年度の全筆データを用いた。
d2の値を決定するにあたっては、推定値と実測値の平均二剰誤差、両者の差が5cm以内
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